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三

A'

九
四
番
，

.

勞

農

露

國

の

勞

働

組

合

堀

江

•

歸

二

努
農
露
國
の
勞
働
組
合
ビ
云
つ
て
も
、
別
に
著
し
い 

特
微
は
な
い
、
要
す
る
に「

ィ
ン
ダ
ス
ト
リ
.
.ア
ル
、
ユ 

ュ
ォ
二
ズ
ム」

の
命
す
る
所
C

據
つ
て
、
勞
働
組
合 

?:

改
造
し
、
斯
く
改
造
さ
れ
た
勞
働
龃
合
を
以
て
、
 

經
濟
刹
織
の
*

®.

に
し
て
行
か
ぅ
.ど
す
る
點
.
k

於 

.
て
、
自
ら
異
色
を
示
す
の
で
あ
る
。
S

に
此
主
義
か 

ら
出
來
る
組
合
運
動
の
一
斑
を
述
べ
や
ぅ
。

第

一

勞

働

組

合

の

定

義

.

今
日
露
國
の
政
治
經
濟
其
他
の
事
物
を
支
配
し
て
居 

る「

ボ
ル
シ
ェ
グ
ヰ
ズ
ム」

で
は
、
勞

働
(«

合
を
何
ぐj

解 

释
し
つ
、
あ
る
か
。
此
主
義
の
下
に
於
て
は
、
勞
働
組 

第
十
四
卷

合
は
決
し
て
赏
龈
を
維
持
む
、
增
摧
し
や
う
ビ
す
る
勞 

働
奢
の
組
織
で
も
な
け
れ
ば
、
失
業
の
際
に
、
組
合
員
：
 

k

拨
助
を
與
へ
る
ど
か
、
事
樂
主
く
契
約
を
締
結
す
る 

場
合
に
、
，々

r
yの
利
益
を
保
證
す
る
ビ
か
云
ふ
や
ぅ
な 

こ
^

を
計
遨
す
る
勞
働
者
の
結
祉
で
も
な
い
。第
二「

ィ 

ン
タ
ー

ナ

シ
ョ
ナ

ル
匸
は
勞
働
■

合
に
對
し
て
、
—

 

條
件
を
改
善
し
"

資
本
的
生
產
制
度
の
下
に
、

.

^

s
 

條
件
の
ff
i

M

さ
れ
る
.」

と
に
對
抗
し
て
、
_

報
す
る
.目
：
 

的
の
下
ド
、
或
る
職
集
^
於
け
る
勞
働
者
の
永
久
的
結 

合
で
あ
る
ど
^

ふ
宛
義
を
下
し
た
が
、
足
れ
亦「

ボ
ル 

シ

工
グ
ヰ
ズ
ム」

の
承
認
す
る
所
で
は
な
い
。
’此
主
義 

を
舉
ず
る
人
々
が
勞

■
«合
に
與
し
てr

茈
確
な
見
解
_
 _ 

を
足
め
や
ぅ
ど
試
み
た
の
は
"
實
に
千
九

|?
|十
|ー1年
化 

始
ま
る
の
で
あ
：つ
て
、
#

|̂

に
於
て
は
、
左
の
如
き
意
. 

見
が
主
義
满
の
間
R.
廣
く
認
め
ら
れ
た
や
ぅ
で
あ
つ

NJ 

o

す

.
-
:
. 

' 

- 

:

勞
働
紐
合W

云
ふ
も
.の
：ば
産
業
の
或
名
部
面
8

る

(

一七四三

)

雜錄勞農懿國の勞働組合
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第
十
四
餘
：.

a
.

七
四
四)

：

雜
'、
舞
べ
|

麗

の
.|

働

禮

へ

.

:

‘ 
.

'
■
 

ノ
第
十
1
1號

九

四

も
の
e

考
ヘ
て
：居
ら
^

い
、
從
來
勞
働
力
を
支
配
し
た 

企
業
者
0-

如
き
‘階
級
は
消
滅
し
た
ヽ
.斯
.ぐ
て
勞
働
組
合 

は
同
盟
罷
業
を
計
*

す
る
爲
め
は
、
業

S

を
：霧
 

す
る
必
樂
を
感
じ
な
い
や
ぅ
に
爲
ひ
だ
が>

 

然
ら
ば
勞 

働
蔚
合
.は
^

^

命
何
な
る
職
務
だ
當
る
こV

J

、
爲
つ
t

.
ff

類
の
職
業
ば
か
.̂

で
'な

ぐ

}
,
.
に

猶

す

る

勞

働

者

0
 

另
久
的
姑
合
で
ぁ
つ
ゴ
、
其
目
的
と
す
る
所
ば
勞
_

.の
經
濟
的
鬪
爭
を
指
導
し
、
且
つ
無
產
者
.階
級
の
&
 

ft

ビ

步

調

を

，
一

に

し

て

、

.
賃

銀

勞

働

を

廢

止

し

、
：
社 

,#

主
義
の
勝
利
を
期
す
る
亂
に
外
な
ら
な
い
。
'
. 

4

-
九
瓦
十
三
部
勞
働
紐
合
に
對
じ
て
>、
.右
の
定
義
がj 

用
a

ら
れ
て
以
來
、
露
國
k

於
^

^
11

:
會
上
の
狀
態
は
一 

「

種
々
の
，方
面
^

於
て
、
急
變
し
た
。
權
カ
は
勞
働
者
階j

 

級
に
移
り
"

有
21
'

#
階
敍
は
'«
倒
:̂

れ
る
こ
ど
、
爲
つ
.
一
 

た
が
、
此
變
動V

J

共
に
、
露
國
に
於
け
る
勞
働
組
合
の‘I 

職
分
の
旗
な
つ
て
來
だ
の
は
、
當
然
で
ぁ
つ
f

、
千
九
一 

西
十
八f

の
第
I
IB
J
:
全
露
勞
働
紕
合
聯
合
大
會
ば「
十

j
 

月
革
命
.は
勞
働
者
階
級
S

極
貧
の
農
夫
階
級
k

權

カ

を

| 

移
し
た
爲
め
^

、
總
て
0

勞
働
者
鈕
織
：に
對
し
、
叉

勞

.

か
ビ
：云
へ
ば
、
全
露
勞
働
組
合
聯
合
大
會
は
此
點
k

就 

て
、

.左
の
如
き
答
辯
を
與
：へ
て
、
居
る
の
で
あ
る
。

.
努
働
組
合
の
活
動
す
る
中
心
點
は
今
日
經
濟
制
度
を 

,

組
織
す
る
領
域
に
移
さ
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
t

s

o
 

•

冷
日
露
西
取
化
於
け
る
產
.業
的
勞
働
紕
合
は
無
産
者 

，

殺

の

支

配

を

薬

礎

.

し
て
、
設
け
ら
れ
た
經
濟
組 

織
の一

部
で
あ
§

®

て
の
勞
働
者
の
永
久
的
組
*
で 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
。

然
ら
ば
斯
る
主
義
を
基
礎
せ
し
て
、
.社
會
を
改
造
す 

る

^
就
て
、
產
業
的
勞
福
組
合
は
社
會
に
向
つ
て
、
何 

'%

要
求
す
る
か
ど
云
、，へ•
ば
、
要
す
る
^

左
の
十
涸
#
ぶ

儆
組
合
化
對
し
て
、
活
輝
す
る
新
な
狀
況
を
作
る
に
至
，

つ

た

J

I

ビ

云

‘
ふ

こ

S

を

決

議

し

允

。

.

即

- t
>

今

日

の

勢

働

r 

組

合

は

勞

働

カ

を

賣

る

場

合

^

:
、

雙

働

者

? :
防

謎

す

る

.

.

外

な

ら

な

い

。

第

國

R

經
濟
會
it
fc

於
け
，る
各y

部
局
を
通
じ

て
、
生
產
組
織
に
干
與
す
る
こ

S、
::

第
一
J

>
戰
時
並
に
現
時
0

經
濟
的
恐
«
に
依
つ
て
破

壞
さ
れ
た
生
產
办
の
復
興
に
干
與
す
る
こ
ど
、

第i
r
r

勞
働
^

關
し
、
.又
_

全
國
に
於
け
る
分
布
^

:
關
し
_て
、
‘
統
^

を
«

成
す
.る
.乙
^

?

.

.

;
.

.

.

第
四
"

都
市
€

村
落
^

0

間
^
|
、
■組
織
的
に
物
資
の

交
換
を
爲
す
®

員
會
に
干
與
す
る
こ
ど
、

‘ 

：.
■

,

第
五
、
.'
■
■

J

微
勞
屬
の
"徵
篆
を
完
成
ず
る
仕
事
に
干
與 

す
る
こ
ビ

、

'
,
、
' 
' .
 

■-_
 

r 

: 

. 

.

.
■

.

へ

*
’ 

-
r 

■ 

' 

' 

i

/
 

.

パ

. 

:ノ〜

齒
六 

攔
濛
の
食
餐
■

關
：や
、
食
糧
委
員
會
ゃ
、
.消 

费
漭
組
合
を
援
切
す
る
こ
.と
、

:

.第
屯
、
へ
運
輸
機
關
の
活
-»

や
、
燃
料
の
分
配
に
M

し 

て
名
、

^B

を

與

ベ

る

こ

气
•

.

'

.

.

第
八
、
，赤
衛
眾
齟
織
0

事
業
を
援
助
す
各
：こ
^

^
 

.
, 

第
九
、
：勞
働
箪
に
對
し
て
、
完
佥
な
る
援
助
^
與
へ

る
.乙
.
.
.

V」、

部
十
四
卷
■

(

.
1七
四
3£
>

.

.雜

錄

：.
：
勞
農
露
國
の
勞

〕

第
十
、
勞
働
法
規
亿
從
：ひ
、
.從
來
企
業
者
が
龃
織
し 

、
て

居

つ

た

ビ

同

檬

の

國

^

を
無
產
者
階
級
が
作
ら
ぅ 

Sす
る
や
ぅ
な
場
合
に
は
、
其
偏
見
私
慾
を
燔
正
す 

る
に
全
力
を
雜
す
こ
ビ
、

I

.

第
二
、
生
產
の
各
部
門
^
依
る
勞
働
組
合
の 

j

 

• 

組
織 

.

.

從
來
國
際
的
勞
働
運
動
に
於
て
は
、
第
ニ
職
業
钇
基 

礎
ビ
し
て
、
勞
»

組
合
を
«
織
す
る
も
の
气
第
二
生 

産
の
各
部
門
を
以
て
、
勞
循
組
合
龃
織
‘の
霉
礎
に
充
て 

る

も

の

ヒ

、
，

.
ニ
個
の
潮
流
が
相
爭
つ
て
居
つ
れ
。
此
第 

}

一，一
 

の
¥

則
は
0

ち
產
業
的
勞
#

#1
1

合
を
主
^
£
す
る
も 

の
で
あ
つ
て
、
■是
4

は
同
盟
擺
業
の
場
合
^
、，
大
な
る 

i
弟
益
^

生
#

る
と
，云
.ふ
點
か
ら
、
資
本
制
、度
の
今
日
に 

.

於
て
■も
、
無
產
者
階
級
^

對
し
て
、
有
用
の
も
の
ど
考 

;

广
ら
れ
る
。、
蓋
わ
産
業
的
組
合
で
あ
れ
ば
、
其
掌
裡
k
 

一
つ
の
職
業
ば
か
り
で
な
く
、
生
產
の
全
體
の
部
円
を 

泡
細
す
る
乙
^

V

爲
る
。
勞
働
組
合
^

し
て
、
或
る
產

:

,
ィ. 

I
; 

.

.

'

.

:

.

-

撕

組

合

て

*,

第
十
ニ
魷
：

杂



丨1セ1

.
笫
十
四
卷

 

'(

ー
七
四.六)

.
，
雜

錄

：

勞
農
鼷
國
の
.
|
組
合

 

'

;

,
 

第
十ri

號

九

六

-
/
, 

.

.

.

. 

H
i

業
0

大
部
分
を
包
擁
し
た
な
ら
ば
、
容
易
に
生
産
を
停
組
合
は
集
中
さ
せ
る
か
、
.分
散
S

甘
る
か
ど
云
.ふ
問
®
 

止
す
る
乙
ヒ
も
出
來
-れ
ば
、
難
業
主
を
强
耍
す
る
こ
ぐJ

が
あ
る
0

世
界
到
る
所
の「

ォ
ッ
“
ホ
ー
チ
ユ
二
ス
ト」

 

も
出
來
、
斯
く
て
资
本
主
義
的
'»
1

家
を
も
：ズ
讓
步
す
る
.ー，は
小
な
る
獨
贫
の
組
旮
を
濰
織
し
、「

一

ッ
の
中
心
點
杧 

に
至
ぷ
し
め
，9
-0

で
あ
％
。
>

>

ク
ス
派
の
極
端
論
«

.

統
轄
？
れ
中
"

隨
：や
て
資
本
家
^
對
抗
す
る
職
分
を
盡 

.

は
產
業
啲
組
合
：乙
'
f

>
生
，産
の
雀
機
關
％
觀
察
す
る
にI

'

し
得
な
い
や
5

な
狀
態
ヒ
潙
る >」

と
を
可
な
り
ヒ
す
る 

.
就
て
、.
恰
好
の
地
位
に
居
々
、
#

來
の
生
產
£

織
を
が
、

.
之
に
反
對
す
る
者
は
最
大
0

集

，
中

を

必

耍
I

.

:

.
 

立
て
る
：の
：
、
慶
の
機
關
で
务
る
ビ
#

へ

て

居

る

ブ

名

。
若
し
も
資
本
主
義
國
に
於
て
ず
ら
、
事
業
主
に
對
：

;: 

勞
農
猶
西
亜
に
於
て
は
、
，旣
に
成
る
主
義
の
下
に
、
經
：.j

し
、
.
政
麻
に
勢
し
て
、
成
功
す
石
鬪
爭
を
試
み
る
場
合 

::

濟
組
織
''
0

改
造
が
其
緖
^

就
い
て
居
る
炉
ち
、
：特
^

產
.
|
.
;に
、
最
大
の
集
中
が
必
要
で
あ
分
ど
i

な
ら
ば
、
勞 

業
的
紐
合
.の
成
立
を
必
要
^

す
る
'°

今
日
全
露
に
瓦
っ
1

農
露
西
齑
に
於
て
.
も
ノ
闾
«

の
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
斯 

.

て
、
三
十
四
の
組
合
が
存
在
し
て
居
る
が
、
：吾
人
の
考
：
.

の
如
く
し
て
、
產
業
的
紅
合
は
.全
«
を
範
圆
ビ
才
る
闕 

,

へ
る
所
で
は
、
是
等
を
合
'赞
心
'て
、
少
«

く
€

も」

.
1十
民
經
濟
の
組
織
に

^

與
す
る
^

至
る
か
ら
で
あ
る
。
o
 

.

■:

位
ひ
に
す
る
が
急
務
で
：あ
な
フ
勞
働
組
合
ビ
云
ぶ

」
.

第
四
、
勞
働
組
合
の
國
有 

や
5-
.な
名
稱
も
_

し
て
、，_
產
業
的
組
合
ヒ
.呼

ぶ

の

が

，全
露
勞
働
組
合
聯
合
大
會
は
千
九
西
十
八
年
一
月
左 

.至
當
で
あ
る
°
_ 

ノ
:

:
;■
:
:の
如
き
淡
議
を
發
表
し
た
。

‘

.
第

三

、

集

中

力

，分

散

力
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本
會
議
の
信
ず
る
所
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
今
日
は
勞

.:
:■
'國
際
的
勞
働
龃
合
の
運
動U

關
獨
し
て
、
：舊
來
か
.ら

\

働
組
合
を
國
象
の
機
關
€
す
る
除
機
に
達
し
て
居

.
,
> 
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■
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>

，
る
o
:而
し
て
一
旦
此
.事
が
決
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、.
戴 

.

«

組
合
を
し
て
產
業
千
與
さ
せ
る「

乙
せ
.は
、
必
然 

ノ「

の
®

實
ビ
爲
ら
ざ
る
：を
.得
な
い
o
;

.
此
信
念
は
0
 

K

於
て
、;'
眞
實
：で
：ぁ
丨
る
ぎ
認
め
ら
れ 

る
。
■
現
に
勞
働
組
合
が
漸
次
國
家
機
關
の
職
殳
を
«-
し 

て
居
る
.
U

S
は
、
.
明
瞭
の
事
實
で
ぁ
つ
て
、
組
合
が
勞 

働
著
を
夥
動
さ
せ
る
時
、，.彼
等
を
或
る
都
會
R

送
る
時 

.之
を
送
る
七
就H

の
鐡
‘遒
霄
微
を
交
渉
す
る
時
な
ざU

 

は
、
.
國
家
の
機
關
だ
令
自
信
を
以
つ
て
、
事
に
當
る
の 

で
あ
る
0.-

m
a:
、
勞
働
組
合 
$

^
li
f!

家
の
*
致 

S

ハ
、
ソ
ゲ
冲
:,
:
エ
：.ッ
：ト
せ
の
關
係 

■:
::
.ー，
；第
七
、
同
等
權
利
の
理
_

^

(

以
上
の
三
綱
'®

に
關
す
る
説
明
は
少
し
ぐ
憚
る
/r
r

め 

る
を
以
つ
て
全
部
を
堪
略
す
る)

：

‘

を
遂
げ
た
。
蓋
し
ニ
：

I
T

革
命W

十
：：：：

革

命

ど

の

間

に

於
 

て
、
生
表
に
對
t

る

.i
t

像
を
行
ぅ
爲
め
R

成
立
し
た
最 

初
の
組
織
は
即
ちH

場
委
員
會
で
あ
つV

、
十
月
革
命 

.後
^

於
て
は
、
是
等
の
委
員
會
は
產
幾
の
_
有
を
實
行 

{
す
る
機
關
ヒ

.爲
り
、
國
有
匕
爲
つ
：た
產
業
の
行
政
に
鞅 
:

掌
す
る
勞
働
者
は
多
ぐ
楚
等
委
員
會
の
#
員
か
ら
拔
擢 

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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第
九
，
勞
働
組
合
i

强
制
勞
働
蓊
務

.
强

制

勞

働

.の

制

度

に

移

る

こ

は̂
、
勞
働
組
合
に
肷 

V

つ
て
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新
し
い
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題
で
あ
る
。
從
來
勞
働
組
合
は
組
合 

:

員
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强
制
し
て
、
勞
働
^

勝
か
せ
为
乙
ビ
は
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一

再
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一
ら
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あ
る

。
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又

級

合

員

を

强
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し
て
、
或
る
方
面
に
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，一
致
じ
た
こ

W

も
あ
^

は
、
自
由
の
移
動
を
禁
止
し
た
乙 

匕
も
あ
る
。
蓋
し
是
等
は
勞
_

者
階
級
^

取
つ
て
、
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‘

惡
の
敵
^

も
見
る
可
き
も
の
を
敗
る
^

就
て
、
必
要
の 

處
置
で
あ
ヴ
た
の
で
あ
る
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今
ゃ
經
濟
的
破
壤
^
對
抗

第
八
、
勞
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合
の
工
場
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工
場
黍
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會
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最
近n

i

年
間
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於V

:、

，著
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饑
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寒
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雜
錄
勞
農
懿
阈
の
勢
働
.組
合
.

S
十
.ニ

號

九

八

ソ
都
合
な
事
に
對
し
て
、
.鬪
ぅ
の
が
新
勞
働
組
合
の
使
命 

で
あ
.
つ
て%

之
に
加
ふ
る
}(
:

勞
働
紐
合
の
官
僚
，的
に
爲

:.や
ぅ
ビ
す
る
に
は
、
勞
働
組
合
は
以
前
ょ

6も
强
い
程 

度
で
、
勞
働
老
强
制
を
加
へ
^

け
れ
ば
な
ら
ぬV

J

考
へ 

ら
れ
る
.:
c

AI

ふ
に
勞
働
軍
隊
を
編
成
す
る
こ
^

は
、
勞 

働
を
取
隊
化
し
て
S 

二
般
的
勞
働
義
務
を
强
制
す
る
第 

1

步
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

:
:
'
:
:
'
,
現
茌
の
勞
働
齟
合
運
動
に
於
け
る
觫

」

現
在
，の
勞
働
組
合
は
.隨
分
大
き
|な
仕
學
を
し
，て
居
る 

が
、
輪
時
に
今
日
の
如
き
過
渡
期
^

際

し

て

、
，
種

々

の 

缺

陷

な*§
を

得

な-い
C

例

へ

ば

グ

ォ

ル

ガ

河

^

於

け
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運
搬
夫
鈕
合
0

指
導
者
は
賃
鈒
代
關
す
る
組
合
員
の
私 

慾

：
的

要

求

を

支

待

し

て

居

h

な
が
ら
、

一
方
汶
不
法
掠 

奪
に
對
抗
し
や
ぅ
ビ
す
る「

ソ
グ
ヰ
エ
ッ
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の
權
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を
助
け
な
い
の
‘は
、
耍
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に
組
合
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の
無
智
で
ぁ
つ

_

.

.

. 

.

.

. 

I 

.. 

, 

.

. 

I 

 ̂....
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S
:
狹
い
利
潘
を
代
表
す
る
結
果
に
外
な
ら
^

い
0:

吾 

人
は
組
合
が
偏
狹
な
圈
體
的
利
害
を
防
雛
す
る>

 J 

の 

以
上
に
、
其
知
見
を
進
め
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
。
是
等
不

る
こ
ビ
を
防

ぐ

必

'要

が
あ
る
。
勞
慟
組
合
.の
總
會
R

出 

席
す
る
紐
合
'員
は
：全
體
に
對
し
て
、
極
め
て
少
數
で
あ 

K

v

>是
等
少
數
者
中
の
少
數
满
が
組
合
の
事
務
に
干
與
.
•

し
、
組
合
.の
乳
事
激
は
必
ず
し
も
生
活
上
^

於
て
、
多 

數
の
組
合
員
ビ
接
觸
を
保
た
な
い
、
如
何
に
不
熟
練
勞
.

：
; 

#

满

の

賃

银

办

低

廉

.
で

あ

つ

て

も
、
組
合
の
包
括
す
る 

孅
業
^

無
關
係
で
あ
る
^

云
ふ
を
以
て
、
組

合
と
し
て' 

彼
等
の
地
位
を
改
善
す
る
.てV

J

に
力
を
致
^
な
い
ビ
云 

ふ
諸
點
は
吾
人
の
何
ど
し
て
も
排
斤
せ
ざ
る
を
得
ざ
る

J
 

所
で
あ
る
"
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自
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戰
ビ
豪
奢
な
る
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中
生
. 

活
に
ょ
つ
て
財
政
を
紊
亂
.
.せ
し
め
、
爲
に
鄉
國
に
於
け
ふ 

る
.

#
制
政
治
の
：衰
滅
を
_
促
_

せ
し
め
た
り
。
然
る
に
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は
他
0

方
面
^
.
:
6も
、
'專
制
政
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す
る
信
用
を
失 

S

せ
し
め
、
以
て
間
接
に
所
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壤
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勢

を

副

へ

た
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次

第

は
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懷

疑

的

並

び
^

革

命
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な

る
.こ
.
客

に

於’て

、

其

の# 

色

を

發

撖.せ
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而

し

て

其

の

窮

極

の

0
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當

時
. 

:'
'
'の
：奮

鄕

不
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な

，
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政

^
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び|1
:

會
上
0
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織
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び
制
度
を
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造
す
る
.
に
在
り
き
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數
多
載
出
せ
し
當
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'
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の
學
渚
思
想
家
中
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革
命
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ュ
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